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１．研究計画の概要 

子宮内膜症は全女性の3-10%に発生し、

慢性骨盤痛、月経痛、性交痛や不妊など

の症状を呈する。そのため子宮内膜症患

者のquality of lifeは著しく低下する。 

本研究は、(1) 子宮内膜症と免疫異常、

(2) 子宮内膜症とapoptosisの異常、(3) 

子宮内膜症と瘢痕形成、(4) 子宮内膜症

とDNAメチル化異常の4つの観点から、子

宮内膜症の病態の解明と新しい視点に基

づく治療法の確立を目的として検討を行

った。 

 

２．研究の進捗状況 
(1) 子宮内膜症と免疫異常 

 子宮内膜症では、種々の免疫学的異常

が生じ、病態形成に関与している。我々

は、子宮内膜症細胞におけるinterleukin 

(IL)-1 receptorの発現低下について報告

した。その結果、IL-1－IL-1 receptor 

pathwayを介する炎症性刺激の伝達が阻

害され、病巣局所におけるサイトカイン

ネットワークの異常が生じていると考え

られる。現在、その詳細なメカニズムと

薬物療法の標的としての可能性について

検討している。 

(2) 子宮内膜症とapoptosisの異常 

 子 宮 内 膜 症 で は 、 B cell 

lymphoma/leukemia (Bcl)-2やBcl-XLなど

のアポトーシス抑制因子の発現減少によ

り、アポトーシスの制御に異常が生じ、

病態が形成される。現在、子宮内膜症細

胞のアポトーシスを誘導すると考えられ

る種々の薬剤について、臨床応用の可能

性を検討している。 

(3) 子宮内膜症と瘢痕形成 

過剰な瘢痕化が子宮内膜症の特徴であ

る。子宮内膜症細胞はα-smooth muscle 

actinを発現する筋線維芽細胞に分化し

やすい特性を有する。その結果、瘢痕化

が誘導される。現在、子宮内膜症細胞に

よる瘢痕化のメカニズムと瘢痕化を調節

する因子について、コラーゲンゲル3次元

培養法を用いて検討を行っている。 

(4) 子宮内膜症とDNAメチル化異常 

子宮内膜症の病態形成におけるエピジ

ェネティクスの関与について、cDNAマイ

クロアレイによる網羅的解析法を用いて

検討した。特に、DNAのメチル化に着目し

て検討を行ったところ、子宮内膜症にお

いて、遺伝子の5' promoter領域に存在す

るCpG islandの過剰なメチル化が生じ、

遺伝子の発現が抑制されている遺伝子群

を抽出することができた。現在、各々の

遺伝子について、メチル化の状態、遺伝

子発現を中心に解析を行っている。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

代表的な研究成果の項に示すように、本研

究のこれまでの成果は、海外の学術雑誌に英

文論文として掲載されるとともに、国内外の

多くの学会等において、講演している。その

結果、平成 22 年度日本産科婦人科学会学術

奨励賞、平成 22 年度大分大学学長表彰、平

成 20 年世界体外受精会議記念賞、第 28回エ

ンドメトリオーシス研究会発表賞、第 30 回
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エンドメトリオーシス学会発表賞、第 31 回

エンドメトリオーシス学会発表賞を受賞す

るとともに、平成 22 年度日本医師会医学研

究助成費を授与され、高い評価を得ている。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 現在、cDNA マイクロアレイによる網羅的解

析法を用いて、子宮内膜症の病態形成に関与

する遺伝子群の抽出を行っている。現在まで

に、子宮内膜症発症の原因と考えられる複数

の候補遺伝子が抽出できており、今後は各々

の遺伝子について、詳細な検討を行っていく

予定である。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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